●　河川水の浄化実験　①④

河川水の直接浄化は諏訪湖へ流入する河川の水を直接的に処理し、有機物、栄養塩類をカットする有効な方法です。

クリーンレイク諏訪に武井田川の水の浄化実験水路を設置し、平成１０年度から平成１２年度にかけデ－タの蓄積を行いました。この実験で、接触材（水を直接浄化する材料もしくは浄化する微生物の生息場所）に木炭や人工接触材を使用した浄化の基礎データが得らました。
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●　ビオトープ湖内湖　⑧

「湖内湖」とは、降雨時に河川から諏訪湖に流入する濁水の流速を落とすため、河口に停留池を設置して、汚濁物質を沈殿ピットに沈め、それを浚渫することにより、諏訪湖への汚濁物質の流入を低減させる工法です。諏訪湖での今後の浄化対策として、特に降雨に流入河川からの汚濁物質の削減が必要といえます。  

上流部での対策も必要ですが、湖内湖法は、湖に入る手前で集まってきた汚濁物質を沈殿除去する、効果的な工法といえます。まさしく「水際作戦」です。

　 また、仕切り堤は完全に湖水と遮断するのではなく玉石を利用した木工沈床で施工し、魚が棲めるようにしたり、その上部には植生を行い、鳥が羽を休めたり、昆虫が棲めるような、空間を創出していきたいと考えております。そのため「ビオトープ湖内湖」と呼ぶことにしました。

  なお、日本での実施例は、茨城県霞ヶ浦の川尻川の河口部にあり、降雨時に流入する汚濁物質の削減効果は、浮遊物質で11～54%、チッソで7～17％、リンで10～35％除去できるということが確認されています。
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※　なお、湖内湖の実証実験を行うにあたり、平成１５年２月の住民アンケートを実施した結果として、半数の方から「市街地、農地、山地などからの発生源対策をすべき」と回答されています。このことから、関係機関、多くの住民の皆さんと１～２年様々な浄化対策を研究し、その結果湖内湖がよい方法であると結論を得れば、湖内湖の実証実験をおこなっていこうと考えています。

●水上栽培による水質浄化実験⑩
　　　河川・湖沼の直接浄化手法の一つとして、植物の水上栽培に

よる窒素、リンの除去ついて、平成１０年から平成１２年まで、

（一）舟渡川において実験を行いました。

　　　　水上栽培法は、水面にイカダを浮かべ、根は水中、茎、葉などは

イカダの上で生育させる方法で、水中の窒素、リンなどを吸収し、

生育した植物を刈り取ることにより、窒素、リンなどを除去する方法

です。　植栽種は、花の咲くもの（カンナ、ユウスゲ、ミソハギ）、水

生植物（シュロガヤツリ、マコモ、ヨシ、ホテイアオイ、ケナフ）、食

用となるもの（クレソン、パセリ、ミツバ、ヤツガラシ、サトイモ）とし、

植物の生長量、窒素、リンの含有量の調査を行いました。この実験により、水上栽培による水質浄化の有効性や、窒素、リンの吸収力の高い植物などに関するデーターが得られた。

なお、この実験では、植栽作業において大勢のボランティアの方にご協力頂きました。
●　「諏訪湖浄化プロジェクトチーム」、「ボランティア協働事業推進班」

諏訪建設事務所では、多くの皆さんに諏訪湖浄化の取組みを知ってもらい、また、住民の皆さんの積極的な諏訪湖浄化の参加や多くの意見を反映させるために「諏訪湖浄化プロジェクトチーム」、「ボランティア協働事業推進班」を設け、進めています。　

　　

○「諏訪湖浄化プロジェクトチーム」の取組み
・諏訪湖浄化のための新たな技術の確立

　　　　 　・諏訪湖浄化のための各種イベントの開催及び協賛

　　　　　 ・諏訪湖浄化のための管理手法の確立

　　　　　 ・諏訪湖浄化に関する研究、図書の発刊
　　　　　 
○「ボランティア協働事業推進班」の取組み
・諏訪湖アダプト・プログラムの事務局の一員

　　　　　 ・今後、住民の皆さんから参加の声があがる新たなアダプト・プログラム等の事務局

■　新たな浄化の方策の参考文献

Ａ：諏訪湖に関する工法検討調査　平成１４年３月：長野県建設事務所作成

　　　　　内容：諏訪湖浄化の新たな工法の検討

　　　　　保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課

Ｂ：市街地のノンポイント対策調査　平成７年度～平成１３年度：長野県諏訪建設事務所作成

　　　　　内容：市街地排水の調査、対策の詳細調査

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所流域下水道課
C：ヨシ群落による水質浄化実験　平成６年１２月：沖野外輝夫著（前信州大学理学部長、元信州大学理学部付属臨湖実験所長）

　　　　　内容：ヨシ原実験場の浄化実験報告　　　保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課










【ビオトープとは】


ギリシャ語のＢｉｏｓ（生命）＋Ｔｏｐｏｓ（場所）が、ドイツ語のＢｉｏ（生き物）＋Ｔｏｐ（場所）意味する合成語として、Ｂｉｏｔｏｐ（＝「生き物の住む空間」）となりました。








ビオトープ湖内湖のイメージ
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